
2025．10広報あしきた　1

2025
2025➓

N
o.248
N
o.248

月
号

月
号

葦
北

鉄
砲

隊
 『

台
湾

・総
爺

和
風

文
化

祭
』で

演
武



2025．10 22025．10広報あしきた　3 広報あしきた

　
9
月
13
日
と
14
日
の
2
日
間
、台
南
市
で
開
催
さ

れ
た
「
総
爺
和
風
文
化
祭
」（
日
本
文
化
の
発
信
と
日

台
交
流
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
）に
、葦
北
鉄
砲
隊

が
招
か
れ
、ス
テ
ー
ジ
で
演
武
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
台
湾
の
国
内
法
に
よ
り
火
薬
を
使
用
し
た
実
際
の

発
砲
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、迫
力
あ
る
動
き
に
加

え
、音
響
効
果
や
映
像
を
取
り
入
れ
た
演
出
に
よ
っ
て
、

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
武
術
文
化
を
台
湾
の
皆
さ
ん
に

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
、国
際
文
化
交
流
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
雄
市
興
達
国
民
小
学
校
と
の
文
化
交
流

　
和
風
文
化
祭
に
先
立
つ
9
月
12
日
、高
雄
市
の
興
達
国

民
小
学
校
で
児
童
と
の
文
化
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
令
和
5
年
に
芦
北
町
を
訪
れ
、大
野
小
学

校
や
佐
敷
小
学
校
と
交
流
し
て
お
り
、そ
の
ご
縁
か
ら

今
回
の
葦
北
鉄
砲
隊
と
の
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
児
童
た
ち
に
よ
る
太
鼓
演
奏
な
ど
の
熱
烈

な
歓
迎
を
受
け
、文
化
の
違
い
を
超
え
た
心
温
ま
る

交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
台
湾
訪
問
は
、芦
北
町
の
伝
統
文
化
を
海

外
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、両
国
の
友
好
関
係
を
さ
ら

に
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
葦
北
鉄
砲
隊
は
こ
れ
ま
で
に
も
、英
国
、韓
国
、ハ
ワ

イ
（
米
国
）で
演
武
を
披
露
し
て
お
り
、芦
北
町
の
文

化
振
興
と
国
際
親
善
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

葦
北
鉄
砲
隊

 
『
台
湾
・総そ

ん
ぃ
え爺

和
風
文
化
祭
』で
演
武

　

9
月
30
日
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
、

戦
没
者
追
悼
式
が
開
催
さ
れ
、来
賓
と
遺
族

合
わ
せ
て
約
１
０
０
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

竹
㟢
町
長
は
「
誰
も
が
安
心
し
て
、心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
芦
北
町
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、ま
た
恒
久
平
和
実
現
の
た
め
、不
断
の

努
力
を
続
け
て
参
る
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
誓

い
ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
町
の
中
学
生
を
代
表
し
て
、湯
浦

中
学
校
の
鳥
江
佑
真
さ
ん
は
、「
も
し
も
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い

と
思
っ
て
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、そ
の
人
を
助

け
ら
れ
る
よ
う
行
動
を
し
た
い
。」と
平
和
へ

の
願
い
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、戦
後
80
年
を
記
念
し
「
デ
ー

タ
と
資
料
で
見
る
戦
争
と
芦
北
」と
題
し
、町

民
の
皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
戦
争
遺
品

及
び
パ
ネ
ル
の
特
別
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
は
、引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

戦
後
80
年
戦
没
者
追
悼
式　

戦
争
遺
品
の
展
示

▶︎
遺
族
代
表
の
岩
永
幸
三
さ
ん
（
佐
敷
地
区
）

　
が
「
追
悼
の
こ
と
ば
」

▶︎
湯
浦
中
の
鳥
江
佑
真
さ
ん
が「
平
和
へ
の
願
い
」

　
を
発
表

▶︎
田
浦
地
区
遺
族
会
峯
哲
郎
さ
ん
が

　
「
お
礼
の
こ
と
ば
」

▶︎
献
花
す
る
各
地
区
の
遺
族
会
代
表
者

▶︎
軍
隊
用
背は

い
の
う嚢

及
び
肩
掛
け
鞄　

▶
式
辞
を
述
べ
る
竹
㟢
町
長

▶︎
個
人
所
有
の
遺
品
を
特
別
展
示

▶︎
折
り
鶴
を
渡
す
隊
員

▶
同
歓
迎
太
鼓
の
演
奏

▶︎
総
爺
和
風
文
化
祭
で
交
流
す
る
隊
員

▶︎
開
幕
式
で
の
記
念
撮
影

▶︎
現
地
小
学
校
校
長
先
生
と
記
念
撮
影

▶
同
ダ
ン
ス
の
披
露

▶︎
台
湾
児
童
と
記
念
撮
影
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9
月
６
〜
７
日
鶴
ヶ
浜
海
水
浴
場
で
第

38
回
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
く
ま
も
と
大
会
が

開
催
さ
れ
男
子
２
人
・男
子
４
人
・女
子
４

人
・混
合
４
人
の
４
ク
ラ
ス
に
県
内
外
か

ら
２
３
０
チ
ー
ム
（
８
１
８
人
）の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

好
天
の
中
、選
手
た
ち
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

海
水
浴
場
で
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大会結果
男子２人制　優　勝　鎮西B
　　　　　  準優勝　鎮西C
　　　　　  3　 位　復活のN
　　　　　　　〃　　６号隊舎舎前
男子４人制　優　勝　豆柴
　　　　　  準優勝　柴犬
　　　　　  3　 位　北九州BC
　　　　　　　〃　　SOLUNA
女子４人制　優　勝　MB ガールズ
　　　　　  準優勝　２nd 城北
　　　　　  3　 位　純白
　　　　　　　〃　　かに座の女
混合４人制　優　勝　From 博多
　　　　　  準優勝　めろんパン
　　　　　  3　 位　ブラカン本社
　　　　　　　〃　　チロルズ２

▶︎
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
大
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た

▶︎
特
別
ゲ
ス
ト
の
お
笑
い
芸
人

　
じ
ゅ
ん
い
ち
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

県民体育祭空手道優勝

▶
空
手
道　
全
試
合
無
敗
で
の
優
勝

▶️
５
連
覇
し
た
空
手
チ
ー
ム

▶️
準
優
勝
の
相
撲
チ
ー
ム

　
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
第
８０
回
熊
本
県
民

体
育
祭
は
２
週
に
渡
り
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。団
体
競
技
で
は
3
種
目
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。な
お
、空
手
道
は
５
連
覇
。

▶
相
撲 

上
手
投
げ
見
事
に
決
ま
る

▶
男
子
サ
ッ
カ
ー

▶
3
位
の
男
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

▶︎
6
日
に
行
わ
れ
た
開
始
式

▶
白
熱
し
た
予
選
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

▶︎
男
子
４
人
制
決
勝
戦
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【
佐
敷
地
区
】

　
井
川
正
信
・美
佐
子

　
桑
田
英
雄
・美
智
子

　
清
水　
強
・玉
美

　
下
野　
徹
・ゑ
い
子

　
白
菊
繁
美
・静
子

　
遠
山
泰
成
・み
ち
よ

　
中
原
弘
巳
・幸
江

　
中
村
俊
政
・セ
イ
子

　
野
口
安
雄
・美
代
子

　
林
田
良
照
・洋
子

　
古
江
八
郎
・久
美
子

　
山
下
修一・典
子

　【
田
浦
地
区
】

　
今
村
重
矩
・シ
ズ
モ

　
浦
川
広
光
・慶
子

　
迫
本
秀
記
・り
ゆ
子

　
塩
田一・季
代
枝

　
田
多
良
龍
清
・邦
子

　
鶴
川　
義
・タ
チ
子

　
福
島
俊一・と
よ
子

【
大
野
・吉
尾
地
区
】

　
木
吉
安
志
・芳
子

　
塩
田
英
機
・は
る
よ

　
塩
竹
正
治
・じ
ゅ
み
子

　
橋
口
正
則
・惠
美
子

　
平
田
正
巳
・か
よ
子

　
福
田　
忍
・正
子

　
松
葉
安
行
・菊
代

　
宮
下
幸
雄
・た
み
子

【
湯
浦
地
区
】

　
井
川
良一・京
子

　
内
山
伸
男
・明
美

　
梶
原
和
美
・良
子

　
嶋
本
利
明
・啓
子

　
下
田
幸一・は
ま
子

　
立
福　
豊
・信
子

　
松
㟢
光
博
・由
美
子

　
宮
島
博
美
・惠
子

　
森
下
國
博
・雅
子

　
森
本　
榮
・日
出
子

　
松
原
茂
喜
・久
美
子

金
婚
夫
婦
の
氏
名

金
婚
夫
婦

　
　
　

表
彰
式

▶︎
佐
敷
・田
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶︎
湯
浦
・吉
尾
・大
野
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

　

9
月
10
日
、地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
熊
本
日
日
新
聞
社
に

よ
る
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
行
わ

れ
、芦
北
町
か
ら
は
38
組
の
ご

夫
婦
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
家
入
熊
日
業
務
局
長
は
、「
昭

和
32
年
、当
時
皇
太
子
で
あ
ら

れ
た
上
皇
ご
夫
妻
の
ご
成
婚
を

記
念
し
て
金
婚
夫
婦
表
彰
を
始

め
ま
し
た
。今
年
は
熊
本
県
内

で
約
２
２
０
０
組
の
ご
夫
婦
が

対
象
で
す
。こ
れ
か
ら
も
健
康

に
留
意
さ
れ
、仲
睦
ま
じ
く
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
竹
﨑
町
長
は
、「
今
年

は
ち
ょ
う
ど
昭
和
１
０
０
年
。

そ
の
半
分
の
50
年
を
迎
え
る

節
目
の
年
で
あ
り
、ま
た
戦
後

80
年
と
い
う
節
目
で
も
あ
り
ま

す
。心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
」と
祝
辞
を
述
べ
、あ
い
さ

つ
の
最
後
に
は
『
昭
和
枯
れ
す

す
き
』や
『
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ

り
』を
披
露
し
、結
婚
50
年
を
迎

え
た
ご
夫
婦
を
祝
い
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
松
原
茂
喜
さ
ん
・

久
美
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
、「
私
た

ち
の
時
代
は
、戦
後
の
混
乱
や

繁
栄
の
時
代
を
経
な
が
ら
歩
ん

で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
健

康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、こ
れ
ま

で
の
経
験
を
地
域
や
町
の
た
め

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

▶︎
あ
い
さ
つ
す
る
家
入
熊
日
業
務
局
長

▶︎
祝
辞
を
述
べ
る
竹
㟢
町
長

▶︎
家
入
業
務
局
長
か
ら
表
彰
伝
達
を
受

け
る
宮
下
夫
妻

▶︎
内
山
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
記

念
品
を
受
け
取
る
井
川
夫
妻

▶︎
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
る
松
原
夫
妻

▶
祝
い
唄
保
存
会
に
よ
る「
祝
い
め
で
た
」

（
敬
称
略
）
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9
月
10
日
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
町

合
併
20
周
年
記
念
プ
ラ
チ
ナ
婚
・ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、届
出
の
あ
っ
た

１
６
６
組
の
ご
夫
婦
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は
、「
ご
結
婚
以
来
、60
年
・70
年

以
上
の
歳
月
を
共
に
歩
ま
れ
、ご
家
庭
を
守

り
、社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
お
健
や
か
に
、そ
し
て
ご
夫
婦

仲
睦
ま
じ
く
、幸
せ
に
満
ち
た
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

合
併
20
周
年
記
念

  
プ
ラ
チ
ナ
婚
夫
婦

  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

　
　

  　
　
　
　
　

表
彰
式

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
名
簿

は
10
ペ
ー
ジ
に
記
載

▶︎
大
野
・吉
尾
地
区
の
受
賞
者

▶︎
田
浦
地
区
の
受
賞
者

▶︎
佐
敷
②
地
区
の
受
賞
者

▶︎
湯
浦
地
区
の
受
賞
者

▶︎
佐
敷
①
地
区
の
受
賞
者

プ
ラ
チ
ナ
婚
と
は
　
　
　
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
と
は

　
　
　
結
婚
70
年
目　
　
　
　
　
　
　
結
婚
60
年
目

▶︎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
表
彰
を
受

　
け
る
大
谷
夫
妻（
受
付
第
１
号
）

▶︎
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
る
浅
野
夫
妻

▶︎
プ
ラ
チ
ナ
婚
の
表
彰
を
受
け
る

　
前
樫
夫
妻(

受
付
第
１
号
） 

【
佐
敷
地
区
】

　
桑
原
茂
明
・キ
ミ
子

【
大
野
地
区
】

　
山
下　
巌
・キ
ヌ
エ

【
湯
浦
地
区
】

　
太
田　
保
・茂
子

　
藤
井
國
行
・春
子

　
前
樫
四
郎
・ミ
ツ
子

プ
ラ
チ
ナ
婚

　
　
　
　
　

夫
婦
の
氏
名

（
敬
称
略
）
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【
佐
敷
地
区
】

松
本
良
隆　
ア
ツ
子

田
中
重
敏　
ト
シ
子

田
中
昭　
笑
子

迫
口
明　
マ
サ
子

森
登　
ス
ミ
エ

宮
川
友
葊　
信
子

向
大
野
貢　
ハ
ツ
ノ

塚
本
則
行　
ヒ
ロ
子

岩
永
勝
好　
豊
子

高
峰
丞　
冨
貴
子

白
内
澄
人　
フ
ミ
エ

池
田
進　
マ
サ
子

立
作
庄
太
郎　
美
智
子

丸
山
秋
生　
幸
子

川
村
良
助　
ミ
サ
ヨ

上
村
司　
フ
キ
子

塩
村
勇　
フ
ジ
子

佐
藤
守　
惠
子

福
田
義
光　
ケ
イ
子

瀧
山
安
雄　
節
子

引
地
繁一　
孝
子

池
田
正
邦　
週
子

清
永
勝
身　
節
子

桑
原
房
喜　
悦
子

宮
本
辰
喜　
ス
エ
子

山
下
勝
喜　
ト
キ
子

福
嶋
貢　
ヒ
ロ
子

坂
本
強　
美
佐
子

宮
本
英　
展
代

川
口
文
夫　
富
子

田
口
敏
已　
ク
ミ
子

松
崎
龍
秀　
ト
ヨ
子

大
石
正
雄　
美
都
子

吉
川
渡　
美
代
子

西
橋
敏
夫　
久
子

尾
下
昇　
ミ
ツ
子

田
中
壽一　
伊
予
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夫
婦
の
氏
名

鳥獣被害防止対策の研修会

　
地
域一体
で
鳥
獣
被
害
防
止
を
推
進
す
る
た
め
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、10
月
20
日(

月
）ま
で
に
農
林
水
産
課
林
務
水
産

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
24
日
（
金
）13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
芦
北
町
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
他

内
容　
座
学
及
び
現
地
に
て
鳥
獣
被
害
対
策
や
電
柵

　
　
　
の
正
し
い
設
置
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

＊
申
込
・問
い
合
わ
せ
先

　
農
林
水
産
課　
林
務
水
産
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎︎
０
９
６
６（
８
３
）９
６
５
８

対象者  町内に事務所を置く団体

対象と
なる事業

地域の産業振興や地域住民などの自主的な
地域づくり活動に関する事業

申込期限  11 月 20 日（木）

助成限度額 ◦事業費の 2/3 以内で 350 万円以内
◦若年層支援事業については 30 万円以内

実施団体 取組内容
( 株 ) それいゆアグリ 芦北町農業インターンシップ

NPO 法人みさと わらび粉製造による地域の
　　コニュニティの向上

赤松館保存会 赤松館を活用した文化・建築技術継承と
　　　青少年育成、100 年カレー復活事業

芦北町 芦北町魅力発信事業

芦北町卓球協会 あしきた笑顔プロジェクト

特定非営利活動法人
いただきアース

生命食いただきアース
（地球環境を考慮した農業及び
　　　　　　　　　地域振興事業）

（公財）水俣・芦北地域振興財団では、地域の産業振興に関する事業や地域住民等の自主的な地域づくり
活動などに対して、水俣・芦北地域振興計画に基づく地域振興事業として助成を行っています。

★令和 7 年度の取組

＊お問い合わせ先・申込先
　企画財政課 復興創生推進室 地方創生係
　☎０９６６（８３）９６４８

主催：芦北地域鳥獣被害防止対策広域連絡協議会
　事務局（芦北地域振興局農林部農業普及・振興課）

水 俣・芦 北 地 域 振 興 財 団 助 成 事 業
地域づくり活動などを応援します

■地域振興事業
　地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元気
にするイベントなどに助成されます。
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百歳おめでとう

勝田　シズヱ さん（國見）
大正14 年9 月28 日生まれ

　
佐
敷
小
学
校
で
は
、
毎
年
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
支
援
」
を
目
的
と

し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
生
活
余
剰
品
の
販

売
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た

り
作
っ
た
り
し
た
ゲ
ー
ム
や
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
模
擬
店
を
運
営
し
、

訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
寄
付
金
を
募

り
ま
し
た
。　

４
年
１
組
の
村
上

凛
南
さ
ん
は
、「
気
持
ち
よ
く
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
力
加
減
を

考
え
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

9/5 カ
ン
ボ
ジ
ア
学
校
建
設
支
援
　
佐
敷
小
で
バ
ザ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
３
回
シ
リ
ー

ズ
の
第
１
回
研
修
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
松
永
氏
の
講
演
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

た
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
機
会
が
あ

れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。
第
２・
３
回
は
来
年
１

月
、
２
月
に
開
催
予
定
で
す
。

8/27 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
人
の
研
修
会

　
湯
浦
中
学
校
２
年
生
が
、
10
月
の

広
島
修
学
旅
行
を
前
に
戦
争
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
学
校
が
熊
本
県
遺
族
連
合
会
に
講

話
を
依
頼
し
、
父
を
戦
争
で
亡
く
し

た
村
上
國
夫
さ
ん
か
ら
当
時
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
村
上
さ
ん
は
「
戦
争

が
終
わ
っ
て
か
ら
父
の
戦
死
の
知
ら

せ
が
届
い
た
の
は
だ
い
ぶ
後
だ
っ

た
。
海
外
か
ら
叔
父
の
家
族
も
引
き

揚
げ
て
き
て
、
大
人
数
で
の
生
活
は

大
変
だ
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

9/24 湯
浦
中
2
年
生
　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
学
ぶ

まちのわだいまちのわだい

　
芦
北
高
校
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
避
難
訓
練
と
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
芦
北
町
消
防
団
機

動
分
団
の
協
力
に
よ
り
、
生
徒
た

ち
は
消
火
器
の
正
し
い
使
用
方
法

を
学
び
、
初
期
消
火
の
重
要
性
を

体
験
的
に
理
解
し
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
体
験
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
に
落
ち
着
い
て
行
動

で
き
る
自
信
が
つ
い
た
」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

9/29 芦
北
高
校
で
防
災
訓
練
　
初
期
消
火
の
大
切
さ
を
学
ぶ

う
た
せ
船
で
水
俣
病
を
学
ぶ
講
座

　
中
学
生
３
名
に
よ
る
「
水
俣
病
や
環
境
問
題

に
関
す
る
思
い
」に
つ
い
て
の
作
文
発
表
の
後
、

水
俣
病
資
料
館
の
語
り
部・杉
本
肇
さ
ん
が「
水

俣
か
ら
未
来
へ
」
を
題
材
に
講
話
し
ま
し
た
。

杉
本
さ
ん
は
、「
差
別
す
る
方
は
、
水
俣
病
を

知
ら
な
い
。
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、
水
俣

病
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
語
り
部
と

し
て
、
水
俣
病
を
伝
え
続
け
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

戦
没
者
の
遺
品
を
出
品
す
る
た

め
、
箪
笥
の
引
き
出
し
を
整
理
し
て

い
た
ご
家
族
か
ら
、
95
年
前
の
国
勢

調
査
時
に
発
行
さ
れ
た
メ
ダ
ル
が
見

つ
か
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
メ
ダ
ル
は
、
当
時
国
勢
調
査
に

協
力
し
た
人
に
国
か
ら
授
与
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
表
面
に
は
富
士
山
の
絵
柄
と
「
国

勢
調
査
」「
昭
和
五
年
」
の
文
字
、

裏
面
に
は
「
内
閣
」
の
文
字
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

第
３
回
国
勢
調
査　

昭
和
5
年
の
珍
品
発
見

まちのわだいまちのわだい
9/27

表裏

▶︎
佐
敷
中　
新
村 

遙
さ
ん

▶︎
湯
浦
中　
入
江 

和
佳
菜
さ
ん

▶︎
田
浦
中　
黄
木 

虹
心
さ
ん

▶︎
水
俣
病
語
り
部　
杉
本 

肇
さ
ん

▶︎
講
演
後
う
た
せ
船
に
乗
船
し
水
俣
湾
の
現
状
を
見
学
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　１７０７年、最初の合同法が制定されイング
ランド王国とスコットランド王国を統合し、グ
レートブリテンの国旗が誕生しました。

１８００年には２回目の合同法により、アイル
ランド王国はグレートブリテン王国と統合さ
れ、連合王国となりました。その後１９２１年、
アイルランドは北アイルランドと南アイルラ
ンドに分裂され、北アイルランドは連合王国
の一部として残留し、南アイルランドはアイ
ルランドとして知られるようになりました。
　「イギリス」の語源は、ポルトガル語でイギ
リスを意味する「inglês」です。 16 世紀、
ポルトガルが長崎で日本との貿易を開始し
た時、日本には現在も使われている日本語
が数多く伝わりました。 「イギリス」以外にも、

「天ぷら」、「こんぺいとう」、「パン」、「じょう
ろ」、「ぼたん」、「かぼちゃ」などはすべて、日
本との貿易でポルトガル語からもたらされた
外来語です。
　今月のトピックで、イギリスのことが少し
理解できましたか？

お 知 ら せ

おしごと出張
相談会 in 芦北町

みなさんの心配事や不安に寄り添い「働き
たい」という気持ちを応援しています。なお、
詳細はホームページからもご覧になれます。
▶︎期日　10 月 23 日（木）
▶︎時間　13 時 30 分〜 16 時 30 分
▶︎場所　総合コミュニティセンター中研修室
▶︎対象　15 歳〜 49 歳までの求職者及び
　その家族
問 若者サポートステーションやつしろ
　　　　　　　　　　☎ 0965（37）8739

芦北町演奏会

芦北町アウトリーチ事業で結成された４人
組の演奏。
▶︎期日　11 月 29 日（土） 開場 13:30 〜
▶︎場所　地域活性化センター
▶︎出演者　春日 香南（クラリネット）
　　　　　黒葛原 康子（ヴァイオリン）
　　　　　吉田 秀晃（ピアノ）
　　　　　高木 佳央理（ソプラノ）
問 スポーツ文化振興課　生涯学習係
　　　　　　　　　　☎️0966（87）1171

年末調整見直し
　　による説明会

令和 7 年税制改革による「基礎控除」「給
与所得控除」の見直し、「特定親族特別控除」
創設の説明会があります。
▶︎期日　11月11日（火） 10時〜11時30分
　　　　11月25日（火）1３時30分〜15時
▶︎定員　40名
▶︎場所　八代税務署　３階会議室
※参加には 11 月 5 日（水）までに、事前の
予約が必要
問 八代税務署　法人課税第１部門
　　　　　　　　　　☎️0965（32）3209

あしきたリレー
　　マラソン大会

小学生・中学生・保護者・地域住民参加で
芦北リレーマラソン２０２５大会を開催。
皆さんの応援をお待ちしております。
▶︎開催日　11月9日（日）小雨決行
　　　　　  9時　スタート
　　　　　12時　ゴール予定
▶︎会　場　芦北町地域交流スポーツグラウンド
問 あしきたリレーマラソン大会
　　　　　　実行委員会事務局　塔尾
　　　　　　　　　☎090（1515）5295

専門士業団体
　合同無料相談会

専門士業８団体の合同無料相談会を開催。
法律、登記、境界、不動産の価格、官公庁
への申請、年金、経営、労働、税金、会計
など、社会生活全般の問題に対応します。
▶︎期日　11 月 23 日（日）10 時〜 16 時
▶会場　くまもと県民交流館パレア
▶︎場所　総合コミュニティセンター和室
※事前の予約が必要です。
右上の２次元コードから予約してください。
問 日本公認会計士協会南九州会
　　　　　　　　　　☎ 096（352）3737

女島地区で
　　『もやい祭』

講演会『芦北高校によるアマモの研究発
表』やステージイベント、バザー等に加
え、お楽しみ抽選会を予定。合併２０周年
記念イベントとして、参加型のペットボト
ルキャップアートを開催。
▶︎期日　11 月８日（土）10 時〜
▶会場　女島活力推進センター『ゆめもやい』
問 芦北町社会福祉協議会
　　　　　　　　　　☎ 0966（86）0294

動物愛護祭

警察犬訓練士による家庭犬とのつきあい方
教室や、犬猫譲渡会、クイズ大会（景品付）。
※犬同伴で警察犬訓練士の教室に参加もし
くは、ネコの譲渡をしたい人は事前に水俣
保健所に申込が必要。
▶︎期日　11 月 15 日（土）9 時〜 12 時
▶会場　道の駅『みなまた』
　　　　　　　インフォメーションセンター
問 水俣保健所　　　☎ 0966（63）4104

芦北町文化祭

▶期日　10月25日（土）26日（日）
 ・ 展示部門25日9時30分〜19時
　　　　　26日9時〜14時
　書道、絵画、写真、文芸、園芸、工芸、陶芸、
　華道、小中学生の作品、福祉施設の作品等
 ・ ステージイベント（25日のみ）
　　8時45分　将友太鼓
　　9時　　　 開会式
　　9時３０分 発表会 文化協会加盟団体
　　　　　　　　　　 子ども教室
　　　　　　　　　　 郷土芸能団体
　　10時　お茶会
 ・ 子ども茶道教室　26日10時　
▶場所　しろやまスカイドーム
問 スポーツ・文化振興課
　　　　　　　　　　☎️0966（87）1171

くまがわ
　　文化財講座

豪雨災害からの復旧・復興が進む人吉・球
磨地域の文化財の魅力をお伝えする「くま
がわ文化財講座」。令和７年度は、菊池市・
芦北町・人吉市を会場に、「川と生きる～
球磨川流域の歴史とくらし～」をテーマに
開催します。今回は、「地域写真を残すこ
と～“ さかもとあーかいぶす” の活動か
ら～」と題して、写真レスキュー・アーカ
イブ化活動を通じて、「地域写真」を残す
ことの意味を考えます。この機会に、町民
文化祭とあわせて、ぜひご参加ください。
※事前の申し込みが必要です。
▶︎期日　10月26日（日）10時30分〜12時
▶︎場所　しろやまスカイドーム
▶︎講師　豊田有希（写真家）
▶︎定員　30 名
▶︎申し込み方法　メールまたは電話
　　　　　　（電話は平日 9 時〜 17 時）
問 熊本県文化課
　　　bunka@pref.kumamoto.lg.jp
　　　　　　　　　　☎️096（333）2707

ケインの英国文化普及

C I R
キャンペーン

　「イギリス」って知ってる？
　今月は「イギリス」という言葉と、イギリスとは何かについて
お話ししたいと思います。 イギリスとグレートブリテン島の違
いは、イギリス人でもなかなか知られていないです！ ブリテン諸
島は5つの国で構成されています。 この違いを簡単に見分ける
ことができる地図を作りました。
　ユニオンジャック（イギリスの国旗）はイングランド、スコット
ランド、北アイルランドのセント・パトリック・クロスの旗からで
きています。 このユニオンジャックにはウェールズ旗が含まれ
ていません。 これは、１５３５年と１５４２年にウェールズ法（Laws 
in Wales Acts）が制定され、ウェールズが事実上イングランド
王国の一部となったためです。

Kane Smith-Hodge
ケイン・スミスホッジ

芦北すくーる
　サポーターズ募集

芦北すくーるサポーターズとは、学校の授
業支援や環境整備など , 子どもたちや学校
からの様々な要望に対しボランティアを行
う活動の名称です。自分の特技を生かして
学校のサポーターとして参加してみません
か。
問 芦北町地域学校協働本部　事務局
　　（芦北町教育委員会内）
　　　　　　　　　　☎️0966（87）1171

ジョブカフェ
  ・芦北ブランチ

仕事に関する相談を、どなたでも無料でご
利用できます。毎月第３水曜日に出張相談
会（きずなの里 相談室 13 時 30 分〜 15
時 30 分）も開催しています。お気軽にご
相談ください。（予約優先）
▶︎場所　芦北地域振興局１階（福祉課内）
▶︎時間　火・木・金 10 時〜 17 時
問 ジョブカフェ・芦北ブランチ
　　　　　　　　　　☎️0966（82）3123

イングランド
England

 ロンドン＝★
スコットランド
Scotland

ウェールズ
Wales

北アイルランド
Northern Ireland

アイルランド
Ireland

★

凡例
ブリテン諸島 British Isles
連合王国 United Kingdom
グレートブリテン Great Britain
アイルランド島 (Island of)Ireland

グレートブリデン旗（１７０７年〜1801年）

ユニオンジャック（1801年〜）

ケイン作
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嶋
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川
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子

才
田
　
明

　フラワーアレンジメント講座は、今年度から
文化協会に新規加入した団体です。会員数は６
名で、芦北町総合コミュニティセンターを活動
場所にしています。活動日や時間については、
現在は会員同士で話し合いをしながら、そのつ
ど決めていますが、来年度からは時間や曜日を
固定化する予定です。
　ところで皆さん、フラワーアレンジメントのこ
とをご存じですか？フラワーアレンジメントは、
生花だけでなくアートフラワーやブリザードフ
ラワー、アロマクラフトなど、さまざまな花材を
使用します。器は決まっていませんので、バス
ケットやフォトフレーム、時にはガラス瓶やコッ
プなど手軽に自由な発想で飾り付けることが
出来るのが魅力で、Xmasリースやお正月のし
め縄飾りなども作品の一つです。
　家のインテリアのほか、色とりどりの花の見
た目や香りによる癒し効果があります。芦北町

芦北町文化団体の紹介『フラワーアレンジメント講座』

文化祭にも出展しますので、どうぞ会場で作
品をご覧ください。
　ご興味のある方で趣味として始めたい方
はもちろん、本格的に資格の取得を希望さ
れる方にも対応しておりますので、ぜひお気
軽にお問い合わせください。
　※活動に興味がある方は、スポーツ・文化
振興課☎︎０９６６（８７）1171 へご連絡くださ
い。

◀
作
品
紹
介　
秋
の
野
の
花
／
１
９
８
４
年

　

星
野
富
弘
は
、
1
9
7
0
年
に
中
学
校
の
体
育
教
師
に
な
り
ま
し
た

が
、
ク
ラ
ブ
活
動
（
器
械
体
操
）
の
指
導
中
、
模
範
演
技
で
空
中
回
転
し

た
と
き
に
誤
っ
て
頭
部
か
ら
転
落
し
、
９
年
間
の
入
院
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
首
か
ら
下
の
自
由
を
失
い
ま
し
た
。

　
入
院
生
活
中
は
、
友
人
や
知
人
か
ら
お
見
舞
い
の
手
紙
や
花
が
た
く
さ

ん
届
き
ま
し
た
。
遠
く
離
れ
た
地
か
ら
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
人
達
に
返

事
を
書
き
た
い
一
心
で
、
体
調
が
良
い
日
に
口
に
ペ
ン
を
く
わ
え
、
母
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
一
文
字
を
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
き
上
げ
ま
し

た
。
あ
る
程
度
文
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
返
事
の
手
紙
に
は
、
文
字

だ
け
で
な
く
花
も
添
え
て
描
い
て
み
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
を
描
く
楽
し

さ
を
見
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
星
野
の
最
初
の
著
書
で
あ
る
『
愛
、
深
き
淵
よ
り
。』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
を
中
心
に
特
集
展
示
し
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
の
常
設
展
『
秋
』
で
は
、「
秋
の
野
の
花
」
や
「
す
ず
め
」

な
ど
、
秋
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

特
別
展
『
詩
画
に
明
日
を
託
し
て
』／

　
　
　
　
　
季
節
の
常
設
展
『
秋
』 

開
催

　
期

間　
12
月
7
日
（
日
）
ま
で

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

だより

芦 北 町 いきいき
　 　 活 動レポート

楽しく介護予防　６５歳以上の皆さんの、楽しく活動していたら
気付けば介護予防につながっている「いきいき
活動」について、今月号は、「芦北町いきいき活動
表彰と奨励金の交付要件」をご紹介します。介護
予防ポイントは申請時の活動報告をもとに付与
されます。皆さんの活動は、該当しませんか？ま
た、お友達グループでいきいき活動を始めてみ
ませんか?

問い合わせ先　住民生活課
 　　　介護保険係☎（83）9669

秋季全国火災予防運動
　今年も 11 月 9 日〜 15 日までの 7 日間『急ぐ日も
足止め火を止め　準備よし』をスローガンに秋の火災
予防運動が実施されます。
　住宅防火　いのちを守る　10 のポイント
４つの習慣
　○寝たばこは絶対にしない、させない。
　○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　○こんろを使うときは火のそばを離れない。
　○コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
　○火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は
　　安全装置の付いた機器を使用する。
　○火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定
　　期的に点検し、10年を目安に交換する。
　○火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝
　　具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置
　　し、使い方を確認しておく。
　○お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難
　　方法を常に確保し、備えておく。
　○防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域
　　ぐるみの防火対策を行う。
＊問い合わせ先
　　水俣芦北広域行政事務組合消防本部
　　　予防課予防係　☎︎0966（63）11191
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10
月
22
〜
23
日
に
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
西
関
東
大
会
が
行
わ
れ
ま

す
。本
校
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に
九

州
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
ア
マ
モ
班
の

林
業
科
５
名
、農
業
鑑
定
競
技
会
に
県
大

会
で
入
賞
し
た
農
業
科
２
名
、林
業
科
２

名
の
合
計
９
名
が
参
加
し
ま
す
。

　
発
表
会
で
は
、23
年
継
続
し
て
い
る
ア
マ

モ
場
再
生
の
発
表
を
行
い
ま
す
。農
業
鑑

定
競
技
会
も
放
課
後
や
休
日
に
学
校
で
の

学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。全
国
大
会
で
全

力
を
出
し
切
っ
て
納
得
い
く
成
果
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
月
11
月
14
日(

金)

〜
15
日(

土)

に
は

「
芦
高
祭
」が
行
わ
れ
ま
す
。物
品
販
売
は

15
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。普
段
生
徒
が

実
習
で
育
て
て
い
る
農
産
物
や
丹
精
込
め

て
作
っ
た
木
工
製
品
、各
ク
ラ
ス
の
バ
ザ
ー

な
ど
数
多
く
の
出
店
を
予
定
し
て
い
ま

す
。普
段
の
生
徒
の
活
動
の
成
果
を
発
表

「
知
っ
て
良
か
っ
た
！
芦
北
高
校
」

芦北高校HP

図 書 館 だ よ り図 書 館 だ よ り

新着図書ピックアップ新着図書ピックアップ

絵本の
読 み 聞 か せ
開催日　第２日曜日
時　間　
 
場　所　子どもの広場

①１１：００
②１４：００

【開館時間】　火・木・金 10:00 〜18:00 
　　　　　　 　 水　　 10:00 〜20:00 
　　　　　　土・日・祝   9:00 〜17:00

【休館日】  月曜日（月曜が祝日の場合はその翌日）
【貸　出】 2 週間以内・ひとり10 冊まで
　　　　   雑誌やマンガもあります

●今月のイチ押し

この配信は終了しました 青本　雪平 るるぶ四国　'26 54字の物語 13 氏田　雄介

ニンジャ 今野　敏 マンガでわかるテスタの株式投資 テスタ つかめ!理科ダマン 9 シン　テフン

往来絵巻 高瀬　乃一 人生が圧倒的にラクになる!夫婦ONE TEAM思考 山本　久美子 身近な石をおもいっきり楽しむ図鑑 柴山　元彦

ポピュリズム 堂場　瞬一 家族は知らない真夜中の老人ホーム 川島　徹 ポケットモンスターモンコレ大ずかん

武闘刑事 中山　七里 子どもが本当に思っていること 精神科医さわ わかったさんのチョコレート 永井　郁子絵

あの子とO 万城目　学 あの人を、脳から消す技術 菅原　道仁

キマイラ 夢枕　獏 昭和〜平成懐かしの400マルチ大図鑑 けんちくってたのしい! 隈　研吾

ヨシモトオノ 吉本　ばなな ちくわファンクラブ 藤井　恵 ひげじいさん 長谷川　義史

実際に介護した人は葬式では泣かない こかじ　さら コンテナ菜園の完全攻略レシピ 淡野　一郎 パンダのおさじとせっけんパンダ 柴田　ケイコ

韓国ドラマ沼にハマってみたら 角田　光代 おにぎりぱく! はらぺこめがね

ぼく、アンパンマンです! やなせ　たかし

◆ほかにもたくさん！ぜひ図書館へ！◆

小説・エッセイ 実用書 児童書

絵本

余命一年と宣告された僕が、
       余命半年の君と出会った話

森田　碧

今月の
図書館企画

　「あなたが審査員！ＰＯ
Ｐコンテスト」１０／２２
(水)～１１／９(日)
　「里親週間特集」１０／
２２(水)～１１／１９(水)

　「事件らしいけど、俺は早く家に帰りたい」 
高校生の霧島智鶴はどんな無理難題も解
決できる天才。しかし、最大の欠点は、究極
に無気力なこと。そんな彼がある日出く
わした殺人事件。落ちこぼれ刑事熱海の推理
を聞かされ、思わず口出ししたことで、
協力するはめに。今後の活躍間違いなしのミ
ステリ作家です。

「無気力探偵 ～面倒な事件、お断り～完全版」
　楠谷 佑　作/　マイナビ出版

新着図書

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏連携イベント情報

芦北町・水俣市・津奈木町広域連携イベント情報

第７回ひかわボタニカルマーケット氷川町

水俣市
　今年もエコパーク水俣を会場に、九州各地の美味し
い和紅茶が大集合！和紅茶の飲み比べや、和紅茶に合
わせたスウィーツも楽しんでいただけます。
▶︎日　時　11月2日（日）9:30〜15:00
▶︎場　所　エコパーク水俣多目的広場A
＊問い合わせ先
　みなまた和紅茶実行委員会事務局
　　　　　　　（水俣市役所農林水産課内）
　　　　　　　　　　　　　　☎0966（61）1634

　ハンドメイドやマッサージもあります。飲食ブース、
キッチンカーなどの楽しい内容が盛りだくさんです。
▶日　時　11月2日（日）10時～16時　雨天決行
▶︎会　場　氷川町宮原振興局前
　　　　　　　（八代郡氷川町宮原栄久６９番地１）
＊問い合わせ先　
　ひかわボタニカルマーケット実行委員会
　　　　　　　　　　　　（氷川町商工会青年部）
　　　　　　　　　　　　　　☎ 0965（62）2021

お下り 11月22日（土）午後2時 八代神社出発
お上り 11月23日（日・祝）午前7時30分 塩屋八幡宮出発
＊問い合わせ先
　八代妙見祭保存振興会（事務取次　文化振興課）
　　　　　　　　　　　　　　☎ 070（5819）8246

八代市 ユネスコ無形文化遺産　国指定重要
無形民俗文化財　八代妙見祭

第 7 回九州和紅茶サミット in みなまた
　アートとグルメでつながる２日間。ワークショップや
子どもたちによる手作りマーケット、イベント限定のグ
ルメが楽しめます。百貨堂では新商品を販売します。
▶︎日　時　10 月 25 日（土）10:00 〜16:00
　　　　　10 月 26 日（日）10:00 〜15:00
▶場　所　つなぎ百貨堂広場
＊問い合わせ先
　津奈木町役場政策企画課
　　商工観光班　　☎︎ 0966(83）8066

津奈木町 つなぎワンダーランド

子育て支援センター  （11 月の行事）

   5 日（水）①食育相談会
 10 日（月）②ベビーマッサージ
 20 日（木）③いただきます（園のごはんを食べます）
 28 日（金）④ふれあいヨガ
※①②③④要予約　　②④先着 5 組　③先着 3 組

《田浦保育園》

＊問い合わせ先　☎（８７）００３４

《あしきた・まちのこども園》
  4 日（火）写真フレームを作ろう
14 日（金）クッキングを楽しもう（おやつ作り）
20 日（木）ダンスして遊ぼう
27 日（木）身体測定・誕生会（10月・11月）

◦子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
◦子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。

＊申込・問い合わせ先　☎（８２）３０４４

児童館からのお知らせ（11 月の行事）

▶︎日時　11 月 1 日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　色のついた紙粘土を組み合わせて、マスコッ
　　　　トを作ります。
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎（82）3036

▶︎日時　11 月 8 日（土）10：30 〜 12：00
▶︎内容　スナップエンドウなどの冬野菜を畑に植えます。

＊問い合わせ先　湯浦児童館　☎（86）0074

《芦北児童館》 《湯浦児童館》
「紙粘土でオリジナルマスコットを作ろう！」 「 冬 の 野 菜 を 植 え よ う ！ 」

利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00

利用時間  毎週 火曜日〜日曜日　 10:00 〜 17:00（月曜休館・月曜が祝日の場合は火曜日）

▶︎期間　10 月 26 日（日）～ 11 月 30 日（日）
＊問い合わせ先
　泉町紅葉祭実行委員会事務局（泉支所地域振興課）
　　　　　　　　　　　　　　☎ 0965（67）2111

泉町紅葉祭
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

芦 北
消防署

芦 北
　警察署

リチウムイオン蓄電池からの火災に注意！

〜『ニセ警察』に注意〜

R7.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数  22 件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　     区　

88
98
85
89
96
75
88
65
105
68
84
91
85
87
93
95
98
105

田浦３
宮浦

湯浦東
松生

乙千屋
田浦４

小田浦５
田浦町４
花岡西
海浦１
大岩１
宮浦
西告

湯浦南
田浦１
古石南

大川内西
高岡南

9.7
9.9
9.9
9.13
9.14
9.15
9.15
9.16
9.16
9.16
9.17
9.18
9.19
9.20
9.22
9.22
9.25
9.25

阪口　睦生
高峰　ヨシヱ
緒方　武人
松本　良隆
谷口　一男
岩野　文江
田畑　ハル子
主地本　澄明
上野　光雄
鶴川　美義
松㟢　ユウ子
矢野　ヤチヨ
宮原　節子
大山　葊士
橋本　國雄
山内　ミツエ
佐藤　正男
橋口　フサエ

ご冥福をお祈りします

　芦北町では、お悔やみ情報をLINE
で確認できます。
　スマートフォンにアプリを入れて、
芦北町公式LINE を登録ください。

人 口　　　１４，５９２人　 （−１6）
男 　　　　６，９２４人　 （− 6）
女 　　　　７，６６８人　 （− 10）

65歳以上　　　　６，９９８人　 （− 3）
世 帯 数　　　　６，８１７世帯  （− 4）

人口のうごき（R7.10.1 現在）（　）内は前月比

10/20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土 ・芦北町文化祭　8 時 45 分〜 19 時

26 日 六車医院　☎（78）2012
・芦北町文化祭　9 時〜 14 時

27 月
28 火
29 水
30 木
31 金

11/1 土

2 日 竹本医院　☎（86）0075
・あしきた花火祭　10 時スタート

3 月 芦北クリニック　☎（86）1200
・文化講演会　13時30分開場

4 火
5 水
6 木
7 金
8 土

9 日 井上医院　☎（82）2503

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日 松本医院　☎（82）2019
・危機管理・防災フェスタ　10時〜

イベント・当番医カレンダー

編
集
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武
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段
撃
ち
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射
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射
撃
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ら
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弾
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は
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効
果
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映
像
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も
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撃
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R7.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 3 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

幸大
政一郎

学

8.31
9.4
9.10

福島　大
た い が

雅
川野　凛

り ん た ろ う
太郎

桑田　飛
ひ さ き

咲

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　  　  区

男
男
男

お誕生おめでとう

田浦 2
湯浦北
桑原

　近年、リチウムイオン蓄電池に
よる火災が全国的に増加していま
す。リチウムイオン蓄電池は、ニッ
ケルカドミウム電池やニッケル水
素電池などと比べて大容量、高出
力、軽量という特徴があり、スマー
トフォンやモバイルバッテリー、携
帯用扇風機など小型で大量の電力
を必要とする製品に使用されてい
ます。
　可燃性の電解液を使用している
ため、衝撃などにより出火する危険
性があります。

　リチウムイオン蓄電池を正しく安全に使用しましょう！
１　衝撃を与えない
２　リコール対象製品は、不具合の有無に関係なく使用
　  を中止する
３　製造事業者など確かな製品を購入する
４　分解や改造などをしない
５　一般ごみなどと一緒に捨てない
○１１月９日から１１月１５日まで、秋の全国火災予防運動
が実施されます。ご自宅の住宅用火災警報器の点検を
行い異常があれば交換し、住宅防火に努めましょう。

　　 本県下全域で、電話で『お金』詐欺
被害が増加しており、連日、「ニセ警察』か
らの電話が鳴り止まず、被害件数、被害
額にともに深刻な被害となっています。
　『ニセ警察』はビデオ通話に誘導し、
ニセの警察手帳を見せて、「あなたに犯
罪の容疑がある」等と言い、不安をあお
ります。
　そして、あなたの氏名、生年月日等
が記載されたニセの逮捕状をビデオ通
話で提示するなどして信用させた上で、

「犯罪に加担していないことを証明す
るにはお金を振り込んでもらう必要が
ある」と言ってお金をだましとります。

　本物の警察は、ビデオ通話等で警察手帳や逮捕状を見せる
ことはありません。『ニセ警察詐欺』に遭わないために、
○固定電話は常時「留守番電話設定」にする、「国際電話
　利用停止」の申請をする。
○スマートフォンは登録番号以外の着信拒否設定や、防
　犯アプリを活用する。
○知らない電話に出ない。
　などの対策を行ってください。

□ゆっぴー安心メールの登録
　地域の犯罪防止等を図るため、
県内で発生した「電話で『お金』
詐欺」を始めとする特殊詐欺等の
被害防止に関する情報を、事前に
登録したスマートフォン・パソコン
にその都度配信します。

【iPhone 版】

【Android 版】

熊



スペシャルライブ
からし蓮根

キッズ向け
スペース

移動動物園

巨大トランポリン

スペシャルライブ
しゃかりき

副賞　Apple Watch SE 3

特 賞 　65インチ大型 TV

    Blu-rayレコーダー

　　 スピーカーセット
20万円

相当

副賞　Nintendo Switch 2

大抽選会

Ashikita Seaside Fes 2025
あしきた花火祭り

芦北町合併20周年記念事業
メインMC  えみりィー

段落テキスト企画主催：芦北町商⼯会⻘年部
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芦北町文化講演会
魅力発見！中世・近世２つの
　　　　『佐敷城』トークショー

落語家
春風亭 昇太

城郭考古学者
千田 嘉博

「佐敷城」（近世佐敷城）
　１６世紀後半に加藤清正により築城、梅北
の乱などの激戦地となり、元和元年の一国
一城令で廃城。破城の痕跡が残り、近世初頭
の貴重な遺跡として、平成20 年に国史跡に
指定。

「佐敷東の城」（中世佐敷城）
　戦国期に肥後南部三郡を支配した相良氏
が、交通の要所であった佐敷支配の拠点城
郭として築いた山城。多くの遺構が良好に保
存されており、中世相良氏の築城技術を集成
した城郭。

　中世から近世にかけて肥薩国境に位置す
る２つの侠客の魅力について、国内有数の城
郭研究者である千田嘉博氏と、芸能界屈指
の城郭愛好家で特に中世城郭への造詣が深
い春風亭昇太氏の両氏が対談します。

日時　11月3日（月） 開場13時30分
会場　しろやまスカイドーム

入場無料

＊問い合わせ先　スポーツ・文化振興課　文化振興係　☎︎０９６６（８７）１１７１

＊問い合わせ先　芦北町商工会青年部　☎０９６６（８２）２５４８

タイムテーブル
11:00　イベントスタート
12:00　湯の香太鼓
12:45　DANCE STUDIO STEER
13:30　水俣YOSAKOI 桜舞会
14:05　Love Samba DEES
14:40　店舗紹介
15:05　キッズ運試し
15:40　綱引き大会
16:20　もふもふ
17:00　POTION
17:30　火劇屋Terry
18:00　スペシャルライブ
18:30　花火前イベント
19:00　花火打ち上げ
19:30　大抽選会
20:30　イベント終了

日時　11月２日（日） 
１１時スタート（雨天時は11月3日）
会場　御立岬海水浴場

特別運行　無料シャトルバス
たのうら御立岬公園駅〜会場入り口

花火祭りHP


